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ふるさとと首都圏をつなぐ「県人会」は、
関係人口創出の担い手
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東京富山県人会連合会　常務理事　事務局長
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取組の内容

実績

工夫した点や苦労した点

ひとことPR

イタリア大使館にて各国大使に富山民謡披露 中高生に富山県の首都圏のゆかりの地をガイド（東京スカイツリー）

ふるさとと首都圏をつなぐ「県人会」は、
関係人口創出の担い手

首都圏で活躍されている富山県出身者が集う東京富山県人会連合会（創立大正5年・正会員数90団体、会員数約
25,000名）が主催するイベントの企画運営に50年以上にわたり携わってまいりました。平成23年に事務局長に就任し、各
会派の連携強化と後進の育成に力を注いでいます。当会の総会、懇親会（参加者1,000人規模）の企画・運営、当会の
運営に伴う決算業務など、長年にわたり組織活動に関わる実務も担当しています。当会が発行する月刊誌「富山と東
京」の編集局長として、誌面企画立案、スポンサー広告のご提案、富山県・各自治体と連携し、ふるさと納税の会員への
あっせん業務にも取り組んでいます。また自身の出身地でもある富山県五箇山に伝わる日本最古の民謡「こきりこ」の伝
承者として、JR主要駅、デパートなどにおける観光物産展では、自らも出演し、富山民謡の啓蒙活動に力を注いでいま
す。富山県出身の大相撲力士・朝乃山関を応援するため、「東京朝乃山後援会」を2019年に設立。幹事長としても活
動しています。

2011年より東京富山県人会連合会　事務局長に就任。以来、毎年ホテルニューオータニで開催される「懇親
のつどい」（参加者1,000名）のイベント企画・運営
2016年より富山県から事業を受託し、首都圏研修サポート（富山県の中高校生に首都圏での富山県ゆかり
の地をガイド）の企画・運営し、これまで延べ31校、およそ3,000人の中高生を案内
2018年9月　イタリア大使館の招へいにより世界各地の大使に富山民謡披露（参加者数200名）

上京以来、50年以上にわたり県人会活動に関わり、数多くのイベントの企画・運営に携わってまいりました。民
間企業出身のため、自治体の考え方、仕事の進め方の違いにより、観光推進・地域活性化プロジェクトを進
める過程で苦労する場面も多いのが現実です。地域の活性化には官民の連携が不可欠です。自治体、民間
企業との連携には、関係するお一人お一人にふるさとへの思いを粘り強く語り続け、郷土愛を育む機会を数多
く体験させることが肝要です。

規模の大小を問わず、全国の自治体には「県人会」が存在します。多くは戦後復興期に首都圏に集団就職
した会員を抱え高齢化を迎えています。郷土愛を通じたコミュニティは、関係人口創出の担い手として再認識
されつつあります。地域の魅力発信には「県人会」組織を有効活用し、一緒に地域の発展に貢献できる人材
を輩出してまいりましょう。

前川建設株式会社入社（昭和36年）以降、同社代表取締役社長、相談役を経て退任（平成26年）。墨田区建設業
協会　副会長（昭和63年）、墨田区建設業連合会　副会長、墨田まちづくり公社　評議員、東京商工会議所墨田支
部　副会長など数々の関係団体の責任者を歴任。東京富山県人会連合会　常務理事、関東富山県人五箇山会
副会長、墨田区富山県人会　会長など、首都圏における富山県出身者のコミュニティにおける会長職も歴任。現在は、
一般財団法人富山会館　理事、平成23年に東京富山県人会連合会　事務局長に就任。

月刊誌「富山と東京」（1956年創刊　発行元：東京富山県人会連合会）編集局長として毎月月刊誌の発行責任者地
方創生メディアhttps://fledge.jp/article/azuma-toyoaki



○ 参考

取組分野の分類

関連ホームページ

連絡先

※メールを送る際には〔アットマーク〕を『@』に変えてください。

メールアドレス contact〔アットマーク〕toyamakenjin.tokyo その他

東京富山県人会連合会 東京富山県人会連合会https://toyamakenjin.tokyo

Fledge インタビュー https://fledge.jp/article/azuma-toyoaki

富山新聞 https://www.hokkoku.co.jp/subpage/T20200518201.htm

住民参加 その他

その他

○ 官民連携（PPP・PFI） ○ メディア活用策

自治体間連携 効果の把握・評価

1１．自治体経営イノベーション 12.シティプロモーション・地域PR
財政マネジメント（公共施設管理・公会計整備） 地域ブランディング

その他 その他

働き方改革 ○ ふるさと教育

子どもの貧困対策 ○ 地域と教育機関の連携（高校魅力化・域学連携等）

9.少子化対策、子ども・子育て支援 10.地域づくり人材の育成・教育

結婚・出産・子育て支援 人材研修

○ 地域と関係人口の協働 ○ 地域おこし協力隊の推進

その他 その他

○ 滞在・活動の場づくり 起業・事業承継等支援

○ 地域おこし協力隊の推進 空地・空家対策

その他

7.関係人口の創出・拡大 8.移住・定住促進

避難所運営 ○ 地域おこし協力隊の推進

感染症対策 その他

地区防災計画 ○ インバウンド対応

BCP ○ 民泊・農泊

5.防災減災・危機管理 6.観光振興・交流

建築物耐震化・長寿命化 ○ DMOとの連携

その他 その他

地域交通 地球温暖化対策

集落機能の確保 廃棄物・リサイクル対策

3.生活機能の維持 4.環境保全・SDGs

地域医療・福祉 分散型エネルギーシステム

○ 地域中核企業等の支援 その他

その他

6次産業化 空地・空家・空きビル・空き店舗等対策

○ 経営資源の引継（事業承継等）・起業支援 商店街活性化

1.地域資源を活用した地域経済循環 2.まちなか再生

地場産品発掘・販路開拓 中心市街地活性化

登録者の取組を12の政策分野に分類しています（複数の分野に該当するものもあります）。

https://fledge.jp/article/azuma-toyoaki
https://www.hokkoku.co.jp/subpage/T20200518201.htm

